
 

             

令 和 ５ 年 ５ 月 ８ 日 

                            函 館 開 発 建 設 部 

 

後志利別川の樋門操作訓練を実施します 

～災害復旧協力会社と連携し、大雨・洪水災害に備えます～ 

 

 

 
 

樋門、樋管は河川が増水したときに河川の水が市街地等に逆流するのを防ぐため等に設けられて

いる施設です。普段は開いていますが、大雨等による増水時には各樋門の操作を委託されている樋

門操作員によって閉められます。 

今回の訓練は樋門操作員が不在などにより、樋門操作が出来ないときの緊急的な対応のため、今

金河川事務所や災害復旧協力会社等の職員を対象に操作の習熟を図るために実施するものです。 

 

記 

 

実施年月日：令和５年５月 16日（火）  

 

実施場所及び時間：座 学：今金河川事務所会議室(１３：３０～１４：００) 

          現地訓練：①今金樋門、②神丘 3 号樋門、③西丹羽 4号樋門、④兜野 2 号樋門 

              （座学終了後、順番に現地訓練を開始。訓練箇所は別紙１のとおり） 

 

参加予定者：事務所職員および「災害時における河川災害復旧業務に関する協定」締結会社職員等 

約 20 名 

 

取 材 申 込：取材を希望される報道機関の方は、別紙２「取材申込書」により５月 12日（金）17 時ま 

でにメールでお申し込みの上、会場までお越し下さい。 

なお、災害対応等により訓練を中止する場合は５月 15日 15 時を目処にご連絡します。 

 

 

 

 

 

函館開発建設部では、当部職員および災害復旧協力会社職員の樋門操作の習熟を図るため、後

志利別川に設置されている樋門の操作訓練を下記の通り実施します。 

【問合せ先】 国土交通省 北海道開発局 函館開発建設部 

        今金河川事務所 副所長  谷瀬 敦 （電話 0137-82-0041） 

河川課長 廣瀬 純司（電話 0137-82-0041） 

函館開発建設部ホームページ https://www.hkd.mlit.go.jp/hk/ 



現地訓練箇所図              【別紙 1】 

 

 



 

【別紙 2】 

 

取材申込書（後志利別川の樋門操作訓練） 

 

メールアドレス   hkd-hk-koumukakasen03@gxb.mlit.go.jp 

 

 

 

函館開発建設部 今金河川事務所 副所長 谷瀬 宛 

 

報道機関名 
 

参加者氏名 
 

連絡先番号 
 

 


